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短
　

歌 

依
知
川　

雅
一 

推
薦

空
豆
を
と
り
て
湯
で
上
げ
朝
食
に

　

畑
が
く
れ
し
春
の
贈
り
も
の 

大
木　

洋
一

手
紙
書
く
夜
明
け
は
日
に
日
に
早
く
な
り

　

季
節
の
変
わ
る
を
施
設
の
友
に 

鈴
木　

和
子

さ
や
さ
や
と
早
苗
目
覚
め
る
青
田
風

　

朝
の
一
粒
飴
は
ほ
ん
の
り 

髙
橋
百
合
子

老
い
て
な
ほ
農
に
励
み
し
叔
母
の
逝
く

　

白
寿
迎
え
し
五
月
の
朝
に 

木
下　

昌
子

青
空
と
竹
林
写
す
水
鏡

　

傍
に
雉
ら
も
戯
れ
る
な
り 

内
藤
喜
代
美

あ
ぜ
道
の
犬
の
ふ
ぐ
り
の
か
わ
い
ら
し

　

名
づ
け
し
人
は
な
ぜ
に
こ
の
名
を 

松
尾　

博
子

子
や
孫
は
柱
の
傷
を
三
つ
増
や
し

  

泊
ま
ら
ず
帰
る
子
供
の
日
の
夜 

石
井　

洋
子

 

石
田　

健
治 

推
薦

土
中
で
も
激
し
き
戦
い
く
さ
あ
る
の
か
な

　

あ
り
の
兵
隊
忙せ
わ

し
く
動
き 

伊
橋　

裕
子

介
護
職
始
め
た
娘
に
お
年
寄
り

　

大
変
か
と
問
う
可
愛
い
よ
と
言
う 

林　

ツ
ヤ
子

俳
　

句 

椿　

和
枝 

推
薦

野
仏
の
わ
ず
か
に
傾
ぐ
夕
焼
か
な 

椎
名　

晴
江

葉
隠
れ
の
青
梅
探
る
竿
の
先 

那
須　

恒
雄

初
夏
や
さ
ざ
波
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る
九
十
九
里 

山
﨑
智
惠
子

梅
エ
キ
ス
一
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舐
め
て
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る 

川
口　

賢
一

友
と
行
く
地
酒
買
ふ
旅
夏
帽
子 

佐
々
木
之
子

百
歳
の
一
人
暮
し
や
花
南
瓜 

鈴
木　

志
子

絶
へ
間
な
く
馬
の
尻
尾
の
虻
払
ふ 

鵜
沢　

正
信

 

石
田　

健
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推
薦

植
え
揃
う
稲
田
の
空
に
燕
は 

熱
田　
　

和

野
良
猫
の
最
期
残
せ
し
路
の
染
み 

伊
藤
徳
太
郎

川
　

柳 

勝
又　

康
之 

推
薦

想
い
出
は
若
い
日
遠
く
潮
干
狩 

江
波
戸
京
子

海
の
家
浜
風
受
け
て
涼
を
と
る 

土
屋　

秀
雄

食
べ
る
か
ら
割
ら
な
い
よ
う
に
西
瓜
割
り 

林　

長
三
郎

雨
の
夜
遠
く
に
聞
こ
え
波
の
音 

鈴
木
ト
シ
子

砂
浜
を
走
る
子
供
の
は
し
ゃ
ぐ
声 

伊
藤　

繁
子

海
近
い
な
の
に
行
か
な
い
海
見
な
い 

塩
野　

京
子

許
す
こ
と
狭
い
心
を
悟
す
海 

安
藤　

幸
恵

 

石
田　

健
治 

推
薦

米
高
い
パ
ン
に
切
り
替
え
や
り
く
り
し 

須
貝　

玉
泉

情
け
な
い
曾
孫
抱
き
た
い
力
出
ず 

佐
藤　

三
久

　

７
月
１
日
の
早
朝
、

浴
衣
姿
に
裸
足
で
田

町
・
浅
間
神
社
を
お
参

り
す
る
「
お
せ
ん
げ
ん

さ
ま
」
が
あ
り
、
か
つ

て
大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ

っ
た
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
日
に

参
詣
す
る
の
は
、
富
士

山
本
宮
浅
間
大
社
の

「
朝
詣
で
」
に
倣
っ
た

も
の
で
し
ょ
う
。

　

八
日
市
場
の
浅
間
神

社
は
天
神
山
公
園
の
最
も
高
い
場
所
に
あ

り
、
そ
の
由
来
は
同
所
に
あ
る
石せ

き

祠し

（
石

の
宮
）
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
１
７
９
９

（
寛
政
11
）
年
の
正
月
に
「
田
町
氏
子
中
」

に
よ
っ
て
ま
つ
ら
れ
、
福
善
寺
の
下
寺
・

正
光
院
が
管
理
し
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

天
満
宮
は
そ
れ
よ
り
少
し
遅
れ
て
１
８

４
２（
天
保
13
）
年
５
月
に
坂
本
、
橋
本
、

土
屋
の
３
氏
に
よ
っ
て
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。

天
満
宮
と
み
ら
れ
る
石
の
宮
が
そ
れ
で
、

境
内
の
手
洗
石（
１
８
２
０（
文
政
３
）年
）、

石
灯
籠（
１
８
０
２（
享
和
２
）年
）は
江
波

戸
、
大
木
、
大
川
、
坂
本
氏
ら
に
よ
り
寄

進
さ
れ
、
元
は
浅
間
神
社
神
前
に
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
同
じ
境
内
に
ま
つ
ら

れ
る
石
の
宮
・
大
杉
大
明
神
（
１
８
０
３

（
享
和
３
）
年
）
は
、
伝
七
が
世
話
人
と
な

り
「
惣そ

う

若わ
か

者も
の

中じ
ゅ
う

」
が
立
て
ま
し
た
が
、
こ

の
若
者
中
は
当
時
の
八
日
市
場
村
の
す
べ

て
の
町
内
の
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
天
満
宮
石
段
新
設
諸
書
類
」（
１
９
５

３（
昭
和
28
）年
）が
当
時
の
関
係
者
の
後

継
者
か
ら
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
浅

間
神
社
、
天
満
宮
に
至
る
石
段
が
新
設
さ

れ
た
経
緯
や
経
費
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　

新
設
の
き
っ
か
け
は
田
町
区
が
同
28
年

10
月
、
八
日
市
場
町
長
宛
て
に
「
天
神
山

公
園
改
良
補
修
之
件
」
の
上
申
書
を
提
出

し
た
こ
と
で
し
た
。
当
時
、
町
村
合
併
計

画
も
進
ん
で
お
り
、
急
い
だ
背
景
に
は
、

合
併
後
で
は
う
ま
く
捗
ら
な
い
と
い
う
予

測
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

工
事
は
上
申
書
提
出
か
ら
２
日
後
の
20

日
に
起
工
式
、
翌
日
か
ら
石
段
新
設
工
事

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
を
担
当
し
た

の
は
戦
後
の
失
業
対
策
事
業
対
象
の
労
働

者
で
し
た
。
同
年
12
月
末
に
は
工
事
が
完

成
し
た
よ
う
で
、
全
体
の
決
算
書
に
は
、

「
決
算
額
８
万
７
２
０
円
」
と
あ
り
ま
す
。

当
時
の
関
係
者
の
努
力
で
現
在
多
く
の
市

民
が
こ
の
石
段
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

（
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石段の新設
───────八日市場を歩く

浅間神社・天満宮に至る石段
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